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  チェック！

　安全・安心に利用できる
公共施設を目指し、毎年、7
月 25日～ 31日を公共施設
安全点検週間と定め、市内の
各施設を点検しています。ま
た、道路や公園などについ
ては年間を通じて点検、修
繕が行われています。これら
点検結果が議会に報告されま
した。 修繕後修繕前

▶

環境学習等実施業務委託料　補正額464万3千円

介護ロボット等導入支援補助金　補正額278万1千円

子育てタウンアプリ運用業務委託料　補正額48万6千円
市道第7-159号線歩道整備工事設計委託料　補正額119万9千円

第2次男女共同参画基本計画策定業務委託料　補正額201万1千円

環境学習するならふじみ野市で
技術革新で介護の環境改善を

ママフレ情報サイト 狭あい道路を通りやすく

女性の活躍できる社会を

市では環境学習に力を入れ、市民と行政との協働で、環境に
やさしいまちづくりを積極的に推進します。

介護施設の人手不足を解消するため、国の補助金で介護
ロボット等が導入されます。市内から３つの事業者が手
を挙げました。

ふじみ野市子育て応援サイトのこと。子育て全
般の情報だけでなく、ユーザーの必要性に応じ
るバージョンアップを目指します。

川越街道の大井坂上周辺のすれ違い困難な市道
の歩道整備工事などが始まります。

男女共同参画社会づくりの施策を計画的に進め
るため、第2次計画づくりに向け、業務委託料
が計上されました。

●主な質疑
問　事業計画の主体や事業体制は。
答　約1年半は事業を軌道に乗せるために、行
政が主体となり、事業者や団体と協議して進め
ていきたい。他市町ではＮＰＯが主体となって
実施しているので、今後は、ＮＰＯの育成も踏
まえ検討していく。

問　講座の内容は。
答　環境センターの立地上、水田地帯や新河岸
川があるので、ごみに関する講座だけでなく、
バードウォッチングなどの自然環境の学習も多
く取り入れ、子どもたちが興味を持つ講座を増
やしていきたい。

●主な質疑
問　導入される機材は。
答　記録装置がついた離床センサーで、高齢者
の睡眠状態を記録してモニタリングするための
ものである。
問　助成を受ける施設は。
答　有料老人ホーム、老人保健施設、特別養護
老人ホームで、各施設に92万７千円を助成し、
残りを事業者が負担する。

問　介護ロボット等の導入が介護現場の職員の
処遇に影響を与えるか。
答　介護はマンパワー中心でロボット等の導入
は進まなかったが、ケアのためにロボットやＩ
Ｔを活用することは資質の向上につながると考
えている。

●主な質疑
問　どのような情報がプラスされるか。
答　子どもの月齢に応じたワクチン接種、イベ
ント情報、保健センターの案内などを個別に配
信する。
問　１社との随意契約なのか。ほかの事業者で
も同じようなものがあるのではないのか。
答　市が契約しているママフレサイトを開発し

た事業者は全国展開をしておりスケールメリッ
トがあること、また新たな会社では初期投資分
が必要となるという点を考慮しこの事業者を選
定した。
問　今年度の費用は３ヵ月分で計上しているが、
来年度も継続するのか。
答　個別のお知らせ機能を付加する費用として
毎月15万円ほど必要となる。

●主な質疑
問　地権者との交渉状況や今後の
見通しは。
答　延長が117mあるが、平成28
年度は約33m分の用地について地
権者と交渉を進めている。今後も、
地権者との交渉を計画的に進めて
いきたい。

問　周辺地域の市道なども車両の
交通量が増えると考えるが、大井
分館周辺などの市道も狭あい道路
だ。周辺地域の市道の整備方針は。
答　周辺地域の市道については、
平成28年度に実施する総合交通
体系調査をもとに、今後、検討し
ていきたいと考える。

●主な質疑
問　業務委託の内容は。
答　平成 20年度から平成
29年度までの10年間を基
本計画とする男女共同参画
基本プランを策定した。平
成29年度で期間が満了する
ので、第2次計画を策定する。
平成28年度は市民意識調査

を実施し、集計や分析結果
をもとに、課題を抽出する。
問　第2次基本計画の現状
の柱をどのように考えるか。
答　ＤＶ防止基本計画と、（仮
称）ふじみ野市女性の職業
生活における活躍について
の推進計画を盛り込むこと
を考えている。

新環境センター研修室非装着型睡眠計

パパと子どもの料理教室

道路拡幅及び歩道整備予定地

議 案 審 議
各常任委員会での質疑をまとめています。


